
上下水道料金等のあり方について

第３回 帯広市公営企業経営審議会

令和７年８月７日（木）

７　収支計画の実績（現行料金算定期間 令和３～７年度）
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①　水道料金収入の実績
②　主な投資計画の実績（水道事業）
③　収支見通しの実績（水道事業）

①　下水道使用料収入の実績
②　主な投資計画の実績（下水道事業）
③　収支見通しの実績（下水道事業）

①　簡易水道料金収入の実績
②　主な投資計画の実績（簡易水道事業）
③　収支見通しの実績（簡易水道事業）

①　農村下水道使用料収入の実績
②　主な投資計画の実績（農村下水道事業）
③　収支見通しの実績（農村下水道事業）

７　収支計画の実績（現行料金算定期間 令和３～７年度）

(1)　水道事業

(2)　下水道事業

(3)　簡易水道事業

(4)　農村下水道事業
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水道料金収入の推移

（単位：百万円）

※水道料金収入額には基本料金免除額を含む

業務用

家事用

3,980

水道料金収入
令和３～７年度 合計（税抜）

７-(1)　水道事業　①　水道料金収入の実績

891 862
△ 29

(△3.27%)
その他

11,520 11,868
348

(3.02%)

増　減

16,391

3,828
△ 152

(△3.82%)

16,557
166

(1.02%)

計　画

合　　計

実　績

水道料金収入の実績

〇水道料金収入は、基本料金免除額を含めれば、

令和３年度から令和７年度までの５年間は概ね計画どおり

(免除額は国の交付金により一般会計より繰入)

〇コロナウイルス感染症の流行により、家事用は増加、業務用は減少

〇令和３年１月の料金改定による影響額も各年度2.2億円程度の減収であり

概ね計画どおり

3,299
3,288 3,286

3,264
3,254

3,350

3,295 3,302
3,316

3,294

3100

3150

3200

3250

3300

3350

3400

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

計画 実績

(百万円)

基本料金免除は、これまで

R４.11～R５.２

R５.８～R５.11、R６.１～R６.２

R７.５～R７.10 に実施
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水道料金収入の実績（詳細）

有収水量 （単位：千㎥）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 14,375 14,327 14,320 14,233 14,192 71,447
実績 14,632 14,353 14,355 14,375 14,291 72,006
増減 257 26 35 142 99 559
計画 10,925 10,898 10,901 10,844 10,824 54,392

家事用 実績 11,363 11,163 11,058 11,067 10,972 55,623
増減 438 265 157 223 148 1,231
計画 2,839 2,825 2,819 2,797 2,783 14,063

業務用 実績 2,675 2,646 2,715 2,727 2,742 13,505
増減 △ 164 △ 179 △ 104 △ 70 △ 41 △ 558
計画 611 604 600 592 585 2,992

その他 実績 593 544 582 581 577 2,878
増減 △ 18 △ 60 △ 18 △ 11 △ 8 △ 114

水道料金収入（税抜） （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 3,299 3,288 3,286 3,264 3,254 16,391
実績 3,350 3,295 3,302 3,316 3,294 16,557
増減 51 7 16 52 40 166
計画 2,314 2,308 2,309 2,297 2,292 11,520

家事用 実績 2,416 2,379 2,360 2,369 2,344 11,868
増減 102 71 51 72 52 348
計画 803 800 798 791 788 3,980

業務用 実績 758 751 769 773 777 3,828
増減 △ 45 △ 49 △ 29 △ 18 △ 11 △ 152
計画 182 180 179 176 174 891

その他 実績 177 164 174 175 172 862
増減 △ 5 △ 16 △ 5 △ 1 △ 2 △ 29

※水道料金収入額には基本料金免除額を含む

有収水量
合　　計

水道料金収入
合　　　　計
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（単位：千円）

月10㎥までの従量料金単価引下げ(口径20㎜、25㎜のみ)
月10～20㎥の従量料金単価引下げ
月500㎥超の従量料金単価の廃止

月1,000㎥超の従量料金（逓減性）単価の新設
地下水から水道転換時にかかるメーター負担金の軽減
公共用用途区分の廃止

大　口
使用者

超大口
使用者

公共用
廃　止

△ 42,300

△ 21,500

△ 17,200

小　口
使用者

７-(1)　水道事業　①　水道料金収入の実績

計　画 Ｒ６決算

合　　計

改　　定　　内　　容

△ 215,500

△ 134,500 △ 137,750

△ 216,640

増　減

△ 40,490

△ 22,770

△ 15,630

△ 1,140

△ 3,250

1,810

△ 1,270

1,570

令和３年１月料金改定影響額の実績（R6決算）

〇令和３年１月の料金改定による影響額は各年度2.2億円程度の減収であり

概ね計画どおり

〇改定した項目ごとの影響額も計画と実績に大きな乖離は生じていない

改定影響額（税抜）
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（単位：㎥）

Ｒ元決算 Ｒ６決算 増　　　減

水道水 地下水 水道割合 水道水 地下水 水道割合 水道水 地下水 水道割合

※令和３年１月以降に廃止した４施設、上水のみを使用している２施設を除いた17施設

７-(1)　水道事業　①　水道料金収入の実績

782,62658,099 1.7
ポイ
ント5,0968.6%673,61463,1956.9% △109,012

地下水利用の状況

専用水道施設における水道水利用の状況

専用水道施設における水道の使用水量・使用割合ともに微増

令和３年１月以降の専用水道施設の動き
令和５年１月 ふじまるビル（廃止）

12月 長崎屋帯広店（廃止）

令和６年１月 帯広グランドホテル（廃止）

平成29年から水道水のみ使用

６月 イトーヨーカドー帯広店（廃止）

フレスポスズランプラザは水道水のみを使用

専用水道施設数 令和６年度末 １９施設（新規ゼロ、４施設廃止）

専用水道施設とは、

①自己水源（地下水等）の場合、

101名以上の居住者に給水する場合または

20㎥/日を超えて給水する施設

②市からの上水を水源とする場合、

貯水槽の容量が100㎥超または

配水管等が口径25㎜以上で延長1,500ｍ超

の施設
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令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

事業費 416 423 7

事業費 1,042 1,008 △ 34

計画 実績 増減

整備延長 34,460m 44,164m 9,704m

計画 実績 増減

７-(1)　水道事業　②　主な投資計画の実績

計画 実績 増減
事業費 3,315 3,918 603

主な建設改良事業の内訳

〇耐用年数を経過した管路や重要施設までの配水管等を耐震性のある管への入れ替え

〇老朽化や劣化の状況を踏まえた機器や設備の更新

〇浄水場や配水池などの施設の耐震化

１．老朽管更新、管路耐震化事業

２．施設改修事業

３．施設耐震化等事業
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耐震適合率の推移

令和３～７年度 合計（税込） （単位：百万円）

※管路耐震化事業は令和７年度より実施

７-(1)　水道事業　②　主な投資計画の実績

計画 実績 増減

老朽管更新
事業

事業費 3,315 3,494 179
整備延長 34,460m 41,212m 6,752m

管路耐震化
事業

事業費 0 424 424
整備延長 0m 2,952m 2,952m

合計
事業費 3,315 3,918 603
整備延長 34,460m 44,164m 9,704m

１．老朽管更新、管路耐震化事業

85.1

85.8

86.4

86.9

87.5

85.5

86.5

87.2

86.3

87.0

83

84

85

86

87

88

89

R3決算 R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

計画 実績

〇老朽管更新事業として、令和11年度に耐震適合率90％を目指し、実耐用年数を経過した

ビニール管などの老朽管の更新を進め、令和５年度までは、目標を上回って事業を実施

〇令和６年１月に発生した能登半島地震を踏まえ、令和７年１月に「上下水道耐震化計画」

を策定し、重要施設に接続する管路延長が増加したため、令和６年度の耐震適合率が低下

したが、耐震適合率90％を目指し、令和７年度より老朽管更新事業と管路耐震化事業を

推進

〇令和３年度から令和７年度までの５年間では、

耐震適合率は目標を下回っているものの、

整備延長では目標を9.7km上回って

事業を実施

(％)
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老朽管更新、管路耐震化事業の実績（詳細）

（単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 647 802 615 610 641 3,315

実績 701 882 759 662 490 3,494

増減 54 80 144 52 △ 151 179

計画 6,580m 7,510m 6,530m 6,530m 7,310m 34,460m

実績 8,965m 9,792m 8,936m 8,354m 5,165m 41,212m

増減 2,385m 2,282m 2,406m 1,824m △ 2,145m 6,752m

計画 0

実績 424 424

増減 424 424

計画 0m

実績 2,952m 2,952m

増減 2,952m 2,952m

計画 647 802 615 610 641 3,315

実績 701 882 759 662 914 3,918

増減 54 80 144 52 273 603

計画 6,580m 7,510m 6,530m 6,530m 7,310m 34,460m

実績 8,965m 9,792m 8,936m 8,354m 8,117m 44,164m

増減 2,385m 2,282m 2,406m 1,824m 807m 9,704m

計画 85.1% 85.8% 86.4% 86.9% 87.5%

実績 85.5% 86.5% 87.2% 86.3% 87.0%

増減 0.4㌽ 0.7㌽ 0.8㌽ △ 0.6㌽ △ 0.5㌽

合計

事業費

整備
延長

耐震適合率

老朽管
更新事業

事業費

整備
延長

管路
耐震化事業

事業費

整備
延長
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※今後廃止予定施設を除く

７-(1)　水道事業　②　主な投資計画の実績

令和７年度～令和11年度までの５年間（以降５年毎に更新）

目 標

計 画 期 間

上下水道耐震化計画（水道事業分）

〇令和６年1月1日に発生した能登半島地震を踏まえ、浄水場や取水施設などの

「急所施設」と「避難所等の重要施設に接続する上下水道管路等」の耐震化

を進めるため「上下水道耐震化計画」を策定

策定の背景

急所施設の耐震化

〇５年間で中島配水池への送水管の耐震化を完了

避難所等の重要施設に接続する上下水道管路等

〇概ね10年間で配水管の耐震化を完了

耐震適合率

Ｒ６末 Ｒ11末 目標 Ｒ16末 目標

浄水場、取水施設、配水池等 100% ― ―

送水管 (未耐震 2,150m) 83% 100% ―

耐震適合率

Ｒ６末 Ｒ11末 目標 Ｒ16末 目標

配水管 (未耐震 46,977m) 60% 85% 100%

※「急所施設」と「避難所等の重要施設」については別添資料１－①参照
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７-(1)　水道事業　②　主な投資計画の実績

２．施設改修事業
〇稲田浄水場では、計画どおり令和２～３年度に沈殿池機械設備の更新

〇中島配水場、帯広の森減圧弁室では、令和４年度からの２か年で電気・機械設備の更新

工事を行う予定だったが、資材の製作等に時間を要したため３か年で実施

〇令和３年度から令和７年度までの５年間では、概ね計画どおり

３．施設耐震化等事業

事業費（税込） (単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 377 311 354 0 0 1,042

実績 369 49 249 341 0 1,008

増減 △ 8 △ 262 △ 105 341 0 △ 34

〇中島配水場では、計画どおり令和４年度に耐震補強工事を実施

〇稲田浄水場では、令和６年度に導水管のバックアップ管の布設を行う予定であったが、

耐震性を有する管であることが判明したため、令和７年度に予定していた緊急遮断弁の

設置工事を前倒しで令和６年度からの２か年で実施

〇令和３年度から令和７年度までの５年間では、概ね計画どおり
事業費（税込） (単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 7 55 17 181 156 416

実績 10 71 10 309 23 423

増減 3 16 △ 7 128 △ 133 7
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施設改修事業・施設耐震化等事業の実績（詳細）

（単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 R3～R7計 備考

計画 377 311 354 0 0 1,042

実績 369 49 249 341 0 1,008

増減 △ 8 △ 262 △ 105 341 0 △ 34

計画

実績

計画

燃料タンク更新

旧発電機室改修

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績 圧力計室更新

計画 7 55 17 181 156 416

実績 10 71 10 309 23 423

増減 3 16 △ 7 128 △ 133 7

計画 実施設計 複層化工事

実績

計画 設置工事

実績 実施設計 設置工事

計画

実績 実施設計 浸水対策工事

計画

実績

緊急遮断弁
R7、R8
の予定を前倒し

その他

中島配水場 耐震補強 実施設計 補強工事

稲田浄水場
導水管
複層化

その他

塩素測定器 設置工事

その他

施設耐震化
等事業　合計

中島配水場
電気・機械

設備
実施設計 更新工事

２か年計画から
3か年事業実施へ

帯広の森
減圧弁室

電気・機械
設備

実施設計 更新工事
２か年計画から
3か年事業実施へ

施設改修事業　合計

稲田浄水場

沈殿池
機械設備

更新工事

その他
実績

漏水調査研修施
設設置工事
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【参考】帯広市の水道事業の区域

●３つの配水施設

大正配水池、配水場（企業団受水）

川西配水場（川西浄水場）

岩内配水池（岩内浄水場）

●水源

川西浄水場：戸蔦別川

岩内浄水場：岩内川

企 業 団：札内川ダム

大正配水場

大正配水池

川西浄水場

川西配水場

岩内配水池 岩内浄水場

上水道給水区域

簡易水道給水区域

水道・簡易水道の給水区域
●４つの配水施設

別府配水池（企業団受水）

稲田配水池（稲田浄水場）

南町配水場（企業団受水と稲田浄水場）

中島配水場（企業団受水）

●水源

稲田浄水場：札内川

企 業 団：札内川ダム

簡易水道給水区域

上水道給水区域

中島配水場

別府配水池

南町配水場
稲田浄水場

稲田配水池

上水道区域

簡易水道区域

簡易水道区域
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Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

７-(1)　水道事業　③　収支見通しの実績

3,888

(単位:百万円)

Ｒ３決算 Ｒ４決算

収益的収支（税抜）

3,975

計画 3,926 3,916 3,912 3,892

実績 3,956 3,938 3,970 3,941

49 87

収益的
支出合計

計画 3,546 3,584 3,581 3,627 3,394

実績

収益的
収入合計

増減 30 22 58

増減 △ 107 △ 202 △ 134 △ 133 290

3,439 3,382 3,447 3,494 3,684

〇令和６年度までは、計画を上回って4.4億円から5.5億円の純利益を確保

令和７年度予算では、電気計装設備点検業務の委託費や機械・設備の修繕費などが

増加したほか、企業団からの受水費が下がらなかったため、計画を下回っているが

約2.9億円の純利益を確保

〇収益的収入は、水道料金を含め概ね計画通り

〇収益的支出は、電気料や薬品費が増加傾向となっているものの、令和６年度までは、

毎年度の不用額や企業団からの受水量の調整、令和６年度からの上下水道料金収納

業務等の包括委託の実施などにより計画額の

範囲内

１．当年度純損益

380
332 331

265

494
517

556
523

447

291

0

100

200

300

400

500

600

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

(百万円) 当年度純利益の推移

計画 実績
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水道事業収支見通しの実績（詳細）
収益的収支（税抜） （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 3,926 3,916 3,912 3,892 3,888 19,534
実績 3,956 3,938 3,970 3,941 3,975 19,780
増減 30 22 58 49 87 246
計画 3,300 3,288 3,286 3,265 3,254 16,393
実績 3,350 2,913 2,728 3,316 2,715 15,022
増減 50 △ 375 △ 558 51 △ 539 △ 1,371
計画 225 224 225 224 223 1,121
実績 231 228 228 227 227 1,141
増減 6 4 3 3 4 20
計画 401 404 401 403 411 2,020
実績 375 797 1,014 398 1,033 3,617
増減 △ 26 393 613 △ 5 622 1,597
計画 3,546 3,584 3,581 3,627 3,394 17,732
実績 3,439 3,382 3,447 3,494 3,684 17,446
増減 △ 107 △ 202 △ 134 △ 133 290 △ 286
計画 737 736 736 734 511 3,454
実績 737 688 682 690 684 3,481
増減 0 △ 48 △ 54 △ 44 173 27
計画 1,649 1,695 1,703 1,770 1,767 8,584
実績 1,694 1,683 1,679 1,724 1,736 8,516
増減 45 △ 12 △ 24 △ 46 △ 31 △ 68
計画 218 198 181 167 154 918
実績 216 196 179 167 167 925
増減 △ 2 △ 2 △ 2 0 13 7
計画 942 955 961 956 962 4,776
実績 792 815 907 913 1,097 4,524
増減 △ 150 △ 140 △ 54 △ 43 135 △ 252
計画 380 332 331 265 494 1,802
実績 517 556 523 447 291 2,334
増減 137 224 192 182 △ 203 532

長期前受金戻入

水道料金

収益的収入　合計

受水費

収益的支出　合計

その他収入

その他支出

企業債利息等

減価償却費等

当年度純損益
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契約額

７-(1)　水道事業　③　収支見通しの実績

電気料・薬品費・利率の上昇

〇近年、電気料や薬品費、企業債の借入利率が急激に上昇

電気料（動力費）の推移 薬品費（単価）の推移 借入利率の推移
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【参考】十勝中部広域水道企業団

（単位：円/㎥）

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期

従量料金 59 45 35

基本料金
創設分 8,954 12,000 12,000
更新分

383227

9,360

27

10,320 3,610
2,418

5,760
12

Ｒ２～６ Ｒ７～11Ｈ7～11 Ｈ12～16 Ｈ17～22 Ｈ23～26Ｈ27～Ｒ元

〇昭和52年当時、人口の増加や都市機能の発展などにより、水需要が年々増加することが見込
まれることから、水を確保することが課題
しかし、水源である河川・地下水が望めず、市町村独自による新たな水道水源の開発は極め
て困難な状況

〇逼迫する水需要に対処し、将来にわたり水を確保するため、国が計画していた札内川ダムに
水源を求め、昭和56年に帯広市・音更町・幕別町・芽室町・池田町・中札内村・更別村の
１市４町２村で十勝中部広域水道企業団が設立

〇基本協定書により「基本料金」と「従量料金」の二部建ての料金体系
〇「基本料金」は、企業団施設の建設費（企業債元利償還金等）を、創設分は責任水量、
更新分は負担水量に応じて負担

〇「従量料金」は、維持管理費等を構成団体の実際の受水量に応じて負担

創設分　責任水量（日最大水量） 更新分　負担水量（日最大水量）

帯広市 85,650㎥/日 帯広市 34,589㎥/日

全体 119,390㎥/日 全体 60,000㎥/日
57.648%＝ 71.740% ＝

企業団設立の経緯

企業団の料金体系

企業団料金の推移
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【参考】十勝中部広域水道企業団

0
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1,000

1,200

1,400

1,600

Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｒ2 Ｒ7

(百万円)

計画

（単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

計画 737 736 736 734 511

実績 737 688 682 690 684

増減 0 △ 48 △ 54 △ 44 173

受水費

企業団　第６期　料金期間
企業団　第７期
料金期間

企業団からの受水に向け、

帯広市の水道料金をＨ６・Ｈ９・Ｈ12

３回値上げ

帯広市の企業団受水費の推移

Ｒ４～Ｒ６ 企業団が実施している耐震化事業に国の補助金を活用するために資本費単価を調整

する必要が生じたため、帯広市の受水量を減量調整

Ｒ７ 企業団の第７期の料金算定において、Ｒ２２以降の料金が上昇することが判明した

ため、引下げは行わず第７期分も第６期と同額程度になるように調整された
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【参考】上下水道料金等収納業務の包括委託

上下水道事業の効率的・効果的な運営を図ることを目的として、上下水道の定期検針・調定・

収納業務、給排水工事の審査に関する補助業務、並びにこれらに関する窓口業務等を包括的に

民間事業者に委託

令和６年４月より水道庁舎１階に「帯広市上下水道お客様センター」を開設

令和６年４月１日～令和11年３月31日

料金課を廃止し、正職員19名、会計年度任用職員16名を削減

・届出や申請受付、相談などの窓口業務の集約化等による業務の効率化やコストの削減

・窓口の開設時間の延長による市民の利便性の向上（毎月第２・４土曜日、第４日曜日）

受託者に対し事業モニタリング(業務の履行確認及び評価)を継続的に実施することにより

業務の質を確保

目 的

委託期間

職員体制

主な導入効果

委託後の安定的な事業運営の確保

コスト削減効果額は５年間で約1.7億円

19



７-(1)　水道事業　③　収支見通しの実績

２．累積資金残高
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(百万円) 累積資金残高の推移

計画 実績
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(百万円) 企業債残高の推移

計画 実績

３．企業債残高

〇令和６年度までは、純利益が計画を１～２億円

程度上回ったことなどから、令和７年度末の

累積資金残高も計画を約4.1億円上回る、

約16.8億円確保できる見込み

※累積資金残高は、外部に流出せず、企業

に残った自由に使える資金の額

〇毎年度、決算状況を踏まえて、企業債の発行を

抑制してきたことにより、令和７年度末の

企業債残高は計画より約10.8億円少ない、

約138.7億円となる見込み
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水道事業収支見通しの実績（詳細）
資本的収支（税込） （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 785 826 799 564 505 3,479

資本的収入　合計 実績 585 497 592 737 812 3,223
増減 △ 200 △ 329 △ 207 173 307 △ 256
計画 754 783 769 524 465 3,295
実績 520 374 485 557 499 2,435
増減 △ 234 △ 409 △ 284 33 34 △ 860
計画 1 13 0 10 10 34
実績 23 41 73 83 162 382
増減 22 28 73 73 152 348
計画 30 30 30 30 30 150

その他収入 実績 42 82 34 97 151 406
増減 12 52 4 67 121 256
計画 2,919 2,968 3,009 2,810 2,605 14,311
実績 2,848 2,721 2,827 2,857 2,816 14,069
増減 △ 71 △ 247 △ 182 47 211 △ 242
計画 1,855 1,906 1,952 1,784 1,589 9,086
実績 1,785 1,659 1,768 1,832 1,797 8,841
増減 △ 70 △ 247 △ 184 48 208 △ 245
計画 1,063 1,061 1,056 1,025 1,015 5,220
実績 1,063 1,062 1,057 1,025 1,019 5,226
増減 0 1 1 0 4 6
計画 1 1 1 1 1 5
実績 0 0 2 0 0 2
増減 △ 1 △ 1 1 △ 1 △ 1 △ 3
計画 2,134 2,142 2,210 2,246 2,100 10,832
実績 2,263 2,224 2,235 2,120 2,004 10,846
増減 129 82 25 △ 126 △ 96 14

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込
計画 1,891 1,716 1,483 1,199 1,271

累積資金残高 実績 1,981 1,904 1,787 1,759 1,679 累積資金残高
増減 90 188 304 560 408
計画 16,565 16,287 16,000 15,499 14,949

企業債残高 実績 16,119 15,431 14,860 14,391 13,871 企業債残高
増減 △ 446 △ 856 △ 1,140 △ 1,108 △ 1,078

企業債

建設改良費

資本的支出　合計

国庫補助金

資本的収支不足額

その他支出

償還金
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下水道使用料収入の推移

（単位：百万円）

下水道使用料収入
令和３～７年度 合計（税抜）

７-(2)　下水道事業　①　下水道使用料収入の実績

65 63
△ 2

(△3.07%)
浴場用

8,946 9,153
207

(2.32%)

13,330

業務用 3,930
△ 389

(△9.00%)

増　減計　画 実　績

13,147
△ 183

(△1.37%)

4,319

合　　計

家事用

下水道使用料の実績

〇下水道使用料収入は、業務用が減少しているものの全体では微減にとどまり、

令和３年度から令和７年度までの５年間では、概ね計画どおり

〇コロナウイルス感染症の流行により、家事用は増加、業務用は減少

〇近年の大型商業施設３施設の閉店により、年間約1,500万円の減収
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下水道使用料の実績（詳細）
有収水量 （単位：千㎥）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 16,388 16,334 16,323 16,225 16,178 81,448
実績 16,460 16,127 16,079 16,088 15,933 80,688
増減 72 △ 207 △ 244 △ 137 △ 245 △ 760
計画 11,612 11,583 11,587 11,526 11,504 57,812

家事用 実績 12,006 11,828 11,760 11,782 11,683 59,060
増減 394 245 173 256 179 1,248
計画 4,140 4,115 4,100 4,063 4,038 20,456

業務用 実績 3,822 3,680 3,692 3,678 3,615 18,487
増減 △ 318 △ 435 △ 408 △ 385 △ 423 △ 1,969
計画 636 636 636 636 636 3,180

浴場用 実績 632 619 627 628 635 3,141
増減 △ 4 △ 17 △ 9 △ 8 △ 1 △ 39

下水道使用料収入（税抜） （単位：百万円）
Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 2,684 2,674 2,672 2,655 2,645 13,330
実績 2,674 2,625 2,623 2,628 2,597 13,147
増減 △ 10 △ 49 △ 49 △ 27 △ 48 △ 183
計画 1,797 1,792 1,793 1,784 1,780 8,946

家事用 実績 1,848 1,831 1,826 1,833 1,816 9,153
増減 51 39 33 49 36 207
計画 874 869 866 858 852 4,319

業務用 実績 813 782 785 782 768 3,930
増減 △ 61 △ 87 △ 81 △ 76 △ 84 △ 389
計画 13 13 13 13 13 65

浴場用 実績 13 12 13 13 13 63
増減 △ 0 △ 1 △ 0 △ 0 △ 0 △ 2

有収水量
合　　計

下水道使用料
収入　　合計
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令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

計画 実績 増減
事業費 3,394 2,858 △ 536

事業費 841 545 △ 296
整備延長 2,180m 2,086m △ 94m

整備延長 65.1ha 65.7ha 0.6ha

計画 実績 増減

計画 実績 増減
事業費 1,905 2,042 137

７-(2)　下水道事業　②　主な投資計画の実績

主な建設改良事業の内訳

〇大雨時の浸水リスクを低減させるための雨水整備

〇布設から法定耐用年数である50年を超過した管渠の更新等

〇令和11年度からすべての汚水を十勝川浄化センターで処理するための整備

１．浸水対策事業

２．管渠長寿命化更新事業

３．汚水処理施設統合事業
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令和３～７年度 合計（税込） （単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込） （単位：百万円）

整備延長 2,180m 2,086m △ 94m

整備面積 65.1ha 65.7ha 0.6ha

計画 実績 増減
事業費 841 545 △ 296

７-(2)　下水道事業　②　主な投資計画の実績

事業費 1,905 2,042 137
計画 実績 増減

１．浸水対策事業
〇令和11年度の雨水整備率を76.3％を目指し、過去の大雨による浸水被害やシミュレーション
解析により、浸水リスクの高いバラト地区や稲田地区を優先的に雨水整備
また、西19条北工業団地の造成にあわせ雨水幹線を整備

〇令和７年度末では、雨水整備率が74.5％と
なる予定であり、概ね計画どおり

〇耐用年数50年を経過する下水道管を対象にＴＶカメラ調査を実施し、不具合が見つかった
場合、管の入れ替えや既存の管の内面を補強する長寿命化工事を実施

〇令和３年度から令和７年度までの５年間では、ＴＶカメラ調査の結果、不良個所が少な
かったことから、事業費・事業量が減少したものの、概ね計画どおり

２．管渠長寿命化更新事業
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雨水整備率の推移
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（単位：百万円）

浸水対策事業・長寿命化更新事業の実績（詳細）

R3 決算 R4 決算 R5 決算 R6 決算 R7 予算 Ｒ３～７計

計画 510 444 313 317 321 1,905

実績 500 438 474 330 300 2,042

増減 △ 10 △ 6 161 13 △ 21 137

計画 21.5ha 10.9ha 10.9ha 10.9ha 10.9ha 65.1ha

実績 23.0ha 10.0ha 10.9ha 10.9ha 10.9ha 65.7ha

増減 1.5ha △ 0.9ha 0.0ha 0.0ha 0.0ha 0.6ha

計画 58 171 225 227 160 841

実績 23 60 171 131 160 545

増減 △ 35 △ 111 △ 54 △ 96 0 △ 296

計画 340m 340m 500m 500m 500m 2,180m

実績 58m 170m 1,041m 424m 393m 2,086m

増減 △ 282m △ 170m 541m △ 76m △ 107m △ 94m

浸水対策
事業

事業費

整備
面積

管渠長寿命
化更新事業

事業費

整備
延長

26



７-(2)　下水道事業　②　主な投資計画の実績

下水道管路　（未耐震 6.6km） 94% 100%

耐震化率

令和６年度末 令和11年度末　目標

目 標

管渠長寿命化更新事業【上下水道耐震化計画（下水道事業）】

急所施設の耐震化

○対象施設なし

避難所等の重要施設に接続する下水道管路等

〇概ね５年間でマンホール浮上対策を完了

〇一部の地域において液状化の判定などを行う必要があり、

令和７年度に液状化診断を実施

○液状化によるマンホールの浮上対策が必要となった場合、

管渠長寿命化更新事業において、今後概ね５年間での対策完了を目指す

事業内容
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７-(2)　下水道事業　②　主な投資計画の実績

汚水処理施設統合計画

目 的
〇 帯広市の下水道は、北海道が運営する十勝川流域下水道浄化センターと、

帯広市が運営する帯広川下水終末処理場で処理されている

今後、施設の老朽化に伴う更新費用の増大が予想される中、人口減少によ

り十勝川浄化センターの汚水処理能力にも余裕が生じている状況

〇 このため、帯広川処理場で行っている汚水処理機能を十勝川浄化センター

に統合し、施設の更新費用の縮減など効率的な施設運営を図る

事業内容
〇 帯広川処理場内に新設する中継ポンプ場から圧送管を敷設し、北海道の

下水道幹線に接続して十勝川浄化センターへ汚水を送る

〇 統合後は帯広川処理場の一部の施設を雨天時の増水に対応するための

一時貯留槽や沈殿池に改築し活用

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

管渠 圧送管設計 圧送管工事

帯広川処理場 中継ﾎﾟﾝﾌﾟ設計 消化ﾀﾝｸ設計 消化ﾀﾝｸ撤去 中継ポンプ

沈殿池更新等 一時貯留槽 外構工事等

項目

供用開始
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７-(2)　下水道事業　②　主な投資計画の実績

３．汚水処理施設統合事業

事業費（税込） (単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～７計

計画 435 823 524 791 821 3,394

実績 384 729 540 255 950 2,858

増減 △ 51 △ 94 16 △ 536 129 △ 536

〇計画当初は、令和８年度の供用開始に向けて整備を進めていたが、令和４年度に行った

ポンプ場の実施設計により、計画変更の必要性が判明したため、令和11年度からの
供用開始へと見直したため事業費が減

●ポンプ場 令和６・７年度の２か年事業で計画していたが、旧消化タンクの撤去や、ポンプ

設備の製造期間を確保するため、令和７～10年度の４か年事業として着手

●滅菌池 令和４年度に改築工事、令和５年度に電気機械設備工事を計画していたが、電気

機械設備の製造期間を確保するため、令和４～７年度の４か年事業として着手

●沈殿池 改修工事、電気機械設備更新工事ともに計画どおり令和３年度に実施

旧沈殿池の撤去工事は令和５年度に実施

●着水井・ 供用開始時期の見直しに合わせて令和１０～１２年度に変更

一時貯留槽

●管渠 令和４～７年度の４か年事業で計画し着手していたが、供用開始時期の見直しに

合わせて令和１０年度までに変更

工事延長の増加や地下水処理費用の増加によって事業費が増加
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汚水処理施設統合事業の実績（詳細）

(単位:百万円)
R3 決算 R4 決算 R5 決算 R6 決算 R7 予算 Ｒ３～７計 備考

計画 435 823 524 791 821 3,394

実績 384 729 540 255 950 2,858

増減 △ 51 △ 94 16 △ 536 129 △ 536

計画 ポンプ場建設

実績
消化槽撤去
実施設計

ポンプ場建設

計画

実績

計画

実績

計画 沈殿池撤去 着水井改築

実績 沈殿池撤去

計画
着水井
電気・機械工事

実績

計画 改修工事

実績

計画 885m 885m 885m 975m 3,630m

実績 628m 776m 258m 887m 2,549m

増減 △ 257m △ 109m △ 627m △ 88m △ 1,081m

一時貯留槽
改修

・R6～8の3か年計画から
　R10～11の2か年事業実施へ

管渠

沈
殿
池
・
着
水
井

改
築

改築工事 沈殿池改築工事

【沈殿池撤去】
　・R4計画からR5事業実施へ
【着水井改築】
　・R5～6の2か年計画から
　　R11～12の2か年事業実施へ

電気・機械
工事

沈殿池電気機械更新

【着水井電気・機械工事】
　・R6の単年計画から
　　R11～12の2か年事業実施へ

改築工事 改築工事

・R4単年計画から
　R4～6の3か年事業実施へ

電気・機械
工事

電気・機械工事

・R5単年計画から
　R5～7の3か年事業実施へ

汚水処理
統合事業

事業費

ポンプ場建設 実施設計

・R6～7の2か年計画から
　R7～10の4か年事業実施へ
・R5に消化槽撤去実施設計を追加

滅
菌
池
改
築

30



汚水処理施設統合事業計画（概要図）

（合流区域）

（分流区域）

十勝川浄化センター

十勝川処理区
帯広川処理区

接続管(新設)

中継ポンプ場(新設)

帯広川処理場

北海道幹線（既設）

帯広市幹線（既設）

汚　水　管（新設）

凡  例

31



汚水処理施設統合事業（施設概要図）
帯 広 川

弁操作室

No.1ガスタンクNo.2ガスタンク
最初沈殿池

上水ポンプ室余剰ガス燃焼装置脱硫器室

エアレーションタンク

最初沈殿池

最初沈殿池
最終沈殿池

汚泥脱水棟

脱臭室 沈砂池

管理棟(A) 高速ろ過施設
電気棟

最終沈殿池

次亜塩消毒ﾀﾝｸ

注入室

No.2汚泥消化ﾀﾝｸ No.1汚泥消化ﾀﾝｸ

余剰汚泥貯留槽 第２沈砂池棟

管理棟(B)

弁操作室

No.3汚泥消化ﾀﾝｸ 機械濃縮棟し渣処理棟

汚泥洗浄ﾀﾝｸ

脱臭室

No.2汚泥濃縮ﾀﾝｸ No.1汚泥濃縮ﾀﾝｸ

旧 帯広 川

全体平面図  S=1/500

№3汚泥 循環 水ﾎ ﾟﾝﾌ ﾟ№1 汚泥 循 環 水ﾎ ﾟﾝﾌ ﾟ

№ 3し 渣 搬 送 機

№ 2し 渣 搬 送 機

№ 1 細 目 自 動 除 塵 機
沈 砂 し 渣 洗 浄 装 置 № 1揚 砂 機

№ 1 し 渣 搬 送 機

№ 2 細 目 自 動 除 塵 機
し 渣 脱 水 機 № 2 揚 砂 機

№ 4 し 渣 搬 送 機

し 渣 ホ ッ パ

滅菌池改築

令和４～７年度計画

着水井改築

令和１１・１２年度計画

ポンプ建設

令和７～10年度計画

一時貯留槽改修

令和１０・１１年度計画

完成済み・工事中

今後着手予定

凡 例

旧沈殿池撤去

令和５年度実施済み

沈殿池改修

令和３年度

実施済み
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4,050 4,240 4,265 4,220 4,370

△ 136 △ 13 54 54 192

△ 22 26

収益的
支出合計

計画 4,186 4,253 4,211 4,166 4,178

実績

収益的
収入合計

増減 △ 37 △ 68 △ 73

増減

4,813

実績 4,811 4,819 4,818 4,807 4,839

計画 4,848 4,887 4,891 4,829

Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

７-(2)　下水道事業　③　収支見通しの実績

収益的収支（税抜） (単位:百万円)

Ｒ３決算

〇令和３年度は、計画を上回って7.6億円の純利益を確保

〇令和４年度から令和６年度は、電気料金や修繕料の増加のほか、人件費や物価の上昇に

伴う施設の運転管理委託料の増加などにより、計画を下回ったが5.5億円から5.9億円

の純利益を確保

〇令和７年度予算では、下水道管路重点調査や耐震化に向けた液状化診断、処理場の劣化度

調査などの臨時的な経費が増加したことなどにより、計画を下回り4.7億円の純利益
〇収益的収入は、下水道使用料を含め概ね計画どおり

１．当年度純損益

662

634
680 663

635

761

579 553
587

469

200

300

400

500

600

700

800

900

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

(百万円) 当年度純利益の推移

計画 実績
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下水道事業収支見通しの実績（詳細）

収益的収支（税抜） （単位：百万円）
Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 4,848 4,887 4,891 4,829 4,813 24,268
実績 4,811 4,819 4,818 4,807 4,839 24,094
増減 △ 37 △ 68 △ 73 △ 22 26 △ 174
計画 2,684 2,674 2,672 2,655 2,645 13,330
実績 2,674 2,625 2,623 2,628 2,597 13,147
増減 △ 10 △ 49 △ 49 △ 27 △ 48 △ 183
計画 1,061 1,080 1,081 1,082 1,092 5,396
実績 1,064 1,091 1,072 1,065 1,069 5,361
増減 3 11 △ 9 △ 17 △ 23 △ 35
計画 1,103 1,133 1,138 1,092 1,076 5,542
実績 1,073 1,103 1,123 1,114 1,173 5,586
増減 △ 30 △ 30 △ 15 22 97 44
計画 4,186 4,253 4,211 4,166 4,178 20,994
実績 4,050 4,240 4,265 4,220 4,370 21,145
増減 △ 136 △ 13 54 54 192 151
計画 2,328 2,370 2,373 2,379 2,403 11,853
実績 2,323 2,382 2,370 2,339 2,358 11,772
増減 △ 5 12 △ 3 △ 40 △ 45 △ 81
計画 320 276 236 202 176 1,210
実績 312 263 228 202 194 1,199
増減 △ 8 △ 13 △ 8 0 18 △ 11
計画 1,538 1,607 1,602 1,585 1,599 7,931
実績 1,415 1,595 1,667 1,679 1,818 8,174
増減 △ 123 △ 12 65 94 219 243
計画 662 634 680 663 635 3,274
実績 761 579 553 587 469 2,949
増減 99 △ 55 △ 127 △ 76 △ 166 △ 325

収益的収入　合計

長期前受金戻入

下水道使用料

収益的支出　合計

その他収入

企業債利息等

減価償却費等

当年度純損益

その他支出
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７-(2)　下水道事業　③　収支見通しの実績

電気料・施設運転管理委託料等の上昇

〇近年、電気料の増加、人件費等の上昇に伴う施設運転管理委託料が増加

処理場運転管理委託料の推移処理場電気料(動力費)の推移 浄化センター負担金の推移

57

80
84

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

R2

決算

R3

決算

R4

決算

R5

決算

R6

決算

R7

予算

147

178 178

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

R2

決算

R3

決算

R4

決算

R5

決算

R6

決算

R7

予算

(百万円)

440

568

510

0

100

200

300

400

500

600

R2

決算

R3

決算

R4

決算

R5

決算

R6

決算

R7

予算

（流域下水道管理費）
(百万円)

39.3％UP 21.1％UP
29.1％UP

(百万円)
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７-(2)　下水道事業　③　収支見通しの実績

２．企業債残高
〇令和６年度より、下水道事業債に対する交付

税措置を最大限に活用するため、可能な限り

企業債を発行

〇そのため、令和７年度末の企業債残高は

計画より約10.5億円増加し、

約150.4億円となる見込み

1,133
895 934 940

1,083

1,409 1,325 1,376

1,960

2,529

0

1000

2000

3000

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込

(百万円) 累積資金残高の推移

計画 実績

18,984

17,601

16,215

14,974

13,989

18,944

17,559
16,319

15,390
15,036

12000

14000

16000

18000

20000

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込

(百万円) 企業債残高の推移

計画 実績

３．累積資金残高
〇資本的支出の減少をはじめ、上記の企業債

残高の増加により、令和７年度末の

累積資金残高は計画より約14.5億円増加

し、約25.3億円となる見込み
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下水道事業収支見通しの実績（詳細）
資本的収支（税込） （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 1,234 1,405 1,046 1,168 1,339 6,192

資本的収入　合計 実績 1,182 1,311 1,234 1,095 2,085 6,907
増減 △ 52 △ 94 188 △ 73 746 715
計画 605 538 391 374 533 2,441
実績 592 549 539 688 1,189 3,557
増減 △ 13 11 148 314 656 1,116
計画 425 667 466 596 602 2,756
実績 388 561 507 208 642 2,306
増減 △ 37 △ 106 41 △ 388 40 △ 450
計画 204 200 189 198 204 995

その他収入 実績 202 201 188 199 254 1,044
増減 △ 2 1 △ 1 1 50 49
計画 3,226 3,660 3,056 3,213 3,244 16,399
実績 3,112 3,338 3,086 2,427 3,396 15,359
増減 △ 114 △ 322 30 △ 786 152 △ 1,040
計画 1,209 1,724 1,266 1,589 1,719 7,507
実績 1,096 1,403 1,298 801 1,848 6,446
増減 △ 113 △ 321 32 △ 788 129 △ 1,061
計画 2,016 1,934 1,788 1,623 1,524 8,885
実績 2,016 1,934 1,788 1,623 1,548 8,909
増減 0 0 0 0 24 24
計画 1 2 2 1 1 7
実績 0 1 0 3 0 4
増減 △ 1 △ 1 △ 2 2 △ 1 △ 3
計画 1,992 2,255 2,010 2,045 1,905 10,207
実績 1,930 2,027 1,852 1,332 1,311 8,452
増減 △ 62 △ 228 △ 158 △ 713 △ 594 △ 1,755

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込
計画 1,133 895 934 940 1,083

累積資金残高 実績 1,409 1,325 1,376 1,960 2,529 累積資金残高
増減 276 430 442 1,020 1,446
計画 18,984 17,601 16,215 14,974 13,989

企業債残高 実績 18,944 17,559 16,319 15,390 15,036 企業債残高
増減 △ 40 △ 42 104 416 1,047

企業債

国庫補助金

資本的支出　合計

償還金

建設改良費

資本的収支不足額

その他支出
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簡易水道料金収入の推移
（単位：百万円）

※水道料金収入額には基本料金免除額を含む

７-(3)　簡易水道事業　①　簡易水道料金収入の実績

56
31

(125.08%)

計　画 実　績

629
4

(0.62%)

25

175 192
17

(9.53%)

増　減

簡易水道料金収入
令和３～７年度 合計（税抜）

625

業務用

営農用等

合　　計

家事用

425 381
△ 44

(△10.36%)

簡易水道料金収入の実績

〇簡易水道水道料金収入は、基本料金免除額を含めれば、令和３年度から

令和７年度までの５年間は概ね計画どおり

(免除額は国の交付金により一般会計より繰入)

125 125 125 125 125

122

125 125

129
127

115

120

125

130

135

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

計画 実績

(百万円)

基本料金免除は、これまで

R４.11～R５.２

R５.８～R５.11、R６.１～R６.２

R７.５～R７.10 に実施
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簡易水道料金収入の実績（詳細）

有収水量 （単位：千㎥）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 470 471 473 472 472 2,358

決算・予算 458 472 472 486 479 2,368
増△減 △ 12 1 △ 1 14 7 10
計画 142 142 142 140 140 706

家事用 決算・予算 142 158 159 163 159 780
増△減 △ 0 16 17 23 19 74
計画 17 17 17 17 17 85

業務用 決算・予算 34 38 40 40 40 192
増△減 17 21 23 23 23 107
計画 311 312 314 315 315 1,567

営農用等 決算・予算 283 276 274 283 280 1,396
増△減 △ 28 △ 36 △ 40 △ 32 △ 35 △ 171

簡易水道料金収入（税抜） （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 125 125 125 125 125 625
実績 122 125 125 129 127 629
増△減 △ 3 0 0 4 2 4
計画 35 35 35 35 35 175

家事用 実績 35 39 39 40 39 192
増△減 △ 0 4 4 5 4 17
計画 5 5 5 5 5 25

業務用 実績 10 11 12 12 12 56
増△減 5 6 7 7 7 31
計画 85 85 85 85 85 425

営農用等 実績 77 75 75 77 77 381
増△減 △ 8 △ 10 △ 10 △ 8 △ 8 △ 44

※水道料金収入額には基本料金免除額を含む

有収水量
合　　計

簡 易 水道 料金
収 入 合 計
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令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

７-(3)　簡易水道事業　②　主な投資計画の実績

計画 実績 増減
事業費 408 740 332

計画 実績 増減
事業費 372 212 △ 160

計画 実績 増減
事業費 235 22 △ 213

主な建設改良事業の内訳

〇川西地区の水源を十勝中部広域水道企業団からの受水に切り替えるためなどの整備

〇老朽化や劣化の状況を踏まえた機器や設備の更新

〇浄水場や配水池などの施設の耐震化

１．受水切替事業

２．施設改修事業

３．施設耐震化等事業
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７-(3)　簡易水道事業　②　主な主な投資計画の実績

１．受水切替事業
〇川西浄水場では、豪雨時に原水濁度が上昇し取水ができなくなることから、十勝中部広域

水道企業団からの受水に切り替えるため、送水管の布設工事を令和３年度より進め、

計画を上回って事業を実施
〇令和６年１月に発生した能登半島地震を踏まえ、令和７年１月に「上下水道耐震化計画」

を策定し、今後、配水管の耐震化事業にも着手

事業費（税込） （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 102 124 48 79 55 408

実績 106 171 204 176 83 740

増減 4 47 156 97 28 332
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受水切替事業 全体図

川西浄水場・配水池

R3 L=1,115m

R4 L=2,087m

R5 L=2,775m

R6 L=2,307m

大正町
富士町

美栄町

太平町
八千代町

中札内村
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７-(3)　簡易水道事業　②　主な投資計画の実績

目 標

上下水道耐震化計画(簡易水道事業分)

急所施設の耐震化

〇概ね30年間で浄水場などの耐震化の完了を目指す

〇今後５年間では、川西浄水場受水切替のための送水管整備を進める

避難所等の重要施設に接続する上下水道管路等

〇概ね30年間で配水管の耐震化を完了を目指す

〇今後５年間では、指定避難所に接続する配水管の耐震化を進める

耐震適合率

Ｒ６末 Ｒ11末 目標 Ｒ16末 目標

配水管 (未耐震 40,447m) 32% 37% 46%

※「急所施設」と「避難所等の重要施設」については別添資料１－②参照
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７-(3)　簡易水道事業　②　主な投資計画の実績

２．施設改修事業

３．施設耐震化等事業

事業費（税込） (単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 30 11 115 85 131 372

実績 49 15 0 20 128 212

増減 19 4 △ 115 △ 65 △ 3 △ 160

〇岩内浄水場では、令和５年度からの２か年で電気・機械設備の更新工事を行う予定だった
が、資材の製作等に時間を要したことから令和６年度から３か年で実施する予定であり、
事業費は減したものの、概ね計画どおり

〇川西浄水場及び大正配水池の耐震診断を実施した結果、川西浄水場の配水池は耐震性能
を有することから未実施のため事業費の減

〇大正配水池の耐震補強工事を前倒して、令和３年度から２か年で実施し、計画どおり

事業費（税込） (単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 70 80 45 40 0 235

実績 9 13 0 0 0 22

増減 △ 61 △ 67 △ 45 △ 40 0 △ 213
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施設改修事業・施設耐震化等事業の実績（詳細）

（単位：百万円）
Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計 備考

計画 30 11 115 85 131 372
実績 49 15 0 20 128 212
増減 19 4 △ 115 △ 65 △ 3 △ 160

計画

実績 更新工事

計画 更新工事

実績 更新工事

計画 実施設計

実績

計画

実績 改修工事

計画

実績

計画 70 80 45 40 0 235
実績 9 13 0 0 0 22
増減 △ 61 △ 67 △ 45 △ 40 0 △ 213

計画 補強工事

実績

計画 補強工事

実績 補強工事

実施設計
２か年計画から
3か年事業実施へ

施設改修事業　合計

川西地区 配水ポンプ

岩内地区
電気・機械
設備更新

耐震性能ありの診
断結果

大正配水池 耐震補強
耐震補強工事を前
倒して実施

減圧弁室 減圧弁 更新工事

施設耐震化
等事業　合計

大正地区

電気・機械
設備更新

自家発電機

川西浄水場 耐震補強
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254 228 173 167 218

△ 24 8 0 △ 16 △ 30

5 △ 50

収益的
支出合計

計画 278 220 173 183 248

実績

収益的
収入合計

増減 △ 5 △ 1 △ 1

増減

206

実績 226 199 156 154 156

計画 231 200 157 149

７-(3)　簡易水道事業　③　収支見通しの実績

(単位:百万円)

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

収益的収支（税抜）

１．当年度純損益
〇簡易水道料金は、政策的な判断により市街地と同額としているため、累積資金残高が

不足する場合には、一般会計から繰入れ

〇令和７年度までは累積資金残高が確保されているが、毎年度、計画と同程度の

純損失が発生

△ 47

△ 20 △ 16

△ 34

△ 42

△ 28

△ 29

△ 17

△ 13

△ 62

△ 100

△ 80

△ 60

△ 40

△ 20

0

20

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

(百万円) 当年度純利益の推移

計画 実績



簡易水道事業収支見通しの実績（詳細）

収益的収支（税抜） （単位：百万円）
Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 231 200 157 149 206 943
実績 226 199 156 154 156 891
増減 △ 5 △ 1 △ 1 5 △ 50 △ 52
計画 125 125 125 125 125 625
実績 122 120 118 129 119 608
増減 △ 3 △ 5 △ 7 4 △ 6 △ 17
計画 97 65 23 15 40 240
実績 97 66 23 15 15 216
増減 0 1 0 0 △ 25 △ 24
計画 9 10 9 9 41 78
実績 7 13 15 10 22 67
増減 △ 2 3 6 1 △ 19 △ 11
計画 278 220 173 183 248 1,102
実績 254 228 173 167 218 1,040
増減 △ 24 8 0 △ 16 △ 30 △ 62
計画 13 13 13 13 10 62
実績 13 14 14 14 15 70
増減 0 1 1 1 5 8
計画 154 114 66 58 106 498
実績 154 115 60 49 49 427
増減 0 1 △ 6 △ 9 △ 57 △ 71
計画 9 9 9 9 9 45
実績 9 9 11 14 19 62
増減 0 0 2 5 10 17
計画 102 84 85 103 123 497
実績 78 90 88 90 135 481
増減 △ 24 6 3 △ 13 12 △ 16
計画 △ 47 △ 20 △ 16 △ 34 △ 42 △ 159
実績 △ 28 △ 29 △ 17 △ 13 △ 62 △ 149
増減 19 △ 9 △ 1 21 △ 20 10

長期前受金戻入

簡易水道料金

収益的収入　合計

受水費

収益的支出　合計

その他収入

その他支出

企業債利息等

減価償却費等

当年度純損益
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７-(3)　簡易水道事業　③　収支見通しの実績

818

991

1,156

1,314

1,470

797

955

1,116

1,268

1,432

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込

(百万円) 企業債残高の推移

計画 実績

２．累積資金残高

３．企業債残高

〇累積資金残高は、令和３年度末で計画より

46百万円多い状態であり、令和７年度末

見込みでも、計画より33百万円上回る、

33百万円を確保できる見込み

〇企業債残高は、概ね計画どおり、

令和７年度末では、約14.3億円となる

見込み

9
15

21

5 0

55 59
71

80

33

0

20

40

60

80

100

120

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込

(百万円) 累積資金残高の推移

計画 実績
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簡易水道事業収支見通しの実績（詳細）

資本的収支（税込） （単位：百万円）
Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 221 236 231 228 240 1,156
資本的収入　合計 実績 210 221 228 219 235 1,113

増減 △ 11 △ 15 △ 3 △ 9 △ 5 △ 43
計画 202 214 208 204 211 1,039
実績 190 199 204 196 211 1,000
増減 △ 12 △ 15 △ 4 △ 8 0 △ 39
計画 19 22 23 24 29 117

その他収入 実績 20 22 24 23 24 113
増減 1 0 1 △ 1 △ 5 △ 4
計画 261 279 272 271 288 1,371
実績 238 257 256 249 273 1,273
増減 △ 23 △ 22 △ 16 △ 22 △ 15 △ 98
計画 224 238 229 225 234 1,150
実績 201 216 213 205 227 1,062
増減 △ 23 △ 22 △ 16 △ 20 △ 7 △ 88
計画 37 41 43 46 54 221
実績 37 41 43 44 46 211
増減 0 0 0 △ 2 △ 8 △ 10
計画 40 43 41 43 48 215
実績 28 36 28 30 38 160
増減 △ 12 △ 7 △ 13 △ 13 △ 10 △ 55

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込
計画 9 15 21 5 0

累積資金残高 実績 55 59 71 80 33 累積資金残高
増減 46 44 50 75 33
計画 818 991 1,156 1,314 1,470

企業債残高 実績 797 955 1,116 1,268 1,432 企業債残高
増減 △ 21 △ 36 △ 40 △ 46 △ 38

企業債

建設改良費

資本的支出　合計

資本的収支不足額

償還金
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農村下水道使用料収入の推移

（単位：百万円）

７-(4)　農村下水道事業　①　農村下水道使用料収入の実績

計　画 実　績

140
3

(2.19%)

増　減

137
使用料収入
(家事用)

農村下水道使用料収入
令和３～７年度 合計（税抜）

農村下水道使用料収入の実績

〇農村下水道使用料収入は、令和３年度から

令和７年度までの５年間は概ね計画どおり

農村下水道使用料の実績（詳細）

27 27 27
28 28

28 28 28 28 28

20

22

24

26

28

30

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

計画 実績

(百万円)

有収水量 （単位：千㎥）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 179 181 183 185 187 915
実績 187 184 183 185 187 926
増減 8 3 0 △ 0 0 11

農村下水道使用料収入（税抜） （単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計
計画 27 27 27 28 28 137
実績 28 28 28 28 28 140
増減 1 1 1 0 0 3

有収水量
(家事用)

農 村 下 水 道
使 用 料 収 入
( 家 事 用 )
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令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

令和３～７年度 合計（税込）（単位：百万円）

事業費 59 11 △ 48
計画 実績 増減

308 319 11
整備基数 90基 66基 △ 24基

７-(4)　農村下水道事業　②　主な投資計画の実績

計画 実績 増減
事業費

主な建設改良事業の内訳

〇申し込みに基づいて自宅等に合併処理浄化槽を設置

〇清川地区の農業集落排水施設の整備

１．個別排水処理施設整備事業

２．施設改修事業
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７-(4)　農村下水道事業　②　主な投資計画の実績

１．個別排水処理施設整備事業
〇住宅の新築や改造に伴い毎年度18基の合併浄化槽が設置される計画としていたが、建築
材料の高騰などから新設住宅の着工戸数が減少しており、合併浄化槽の設置件数も減少

〇物価や人件費の上昇などに伴い、合併浄化槽の設置費用は上昇しているが、浄化槽の設
置希望にはすべて対応しており、概ね計画どおり

(単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 60 62 62 62 62 308

実績 44 71 65 36 103 319

増減 △ 16 9 3 △ 26 41 11

計画 18基 18基 18基 18基 18基 90基

実績 15基 16基 13基 6基 16基 66基

増減 △ 3基 △ 2基 △ 5基 △ 12基 △ 2基 △ 24基

事業費
（税込）

整備
基数

２．施設改修事業
〇清川処理場は、設備の機能診断と更新を計画していたが、国の補助制度を活用できる
ことが確認されたため、1年前倒しで施設の機能診断を実施

〇診断の結果、現時点では更新が必要な設備がなかったため事業費が減
(単位：百万円）

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 2 57 59

実績 3 8 11

増減 3 8 △ 2 △ 57 0 △ 48

機能診断 設備更新実施設計

設備更新工事

ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ更新 機能診断

実績 ブロア等更新 最適化構想策定

電磁流量計更新

計画

事業費
（税込）

整備
内容
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当年度純利益の推移

122 128 129 133 165

7 10 9 9 36

5 49

収益的
支出合計

計画 115 118 120 124 129

実績

収益的
収入合計

増減 0 6 2

増減

135

実績 122 132 129 133 184

計画 122 126 127 128

７-(4)　農村下水道事業　③　収支見通しの実績

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

収益的収支（税抜） (単位:百万円)

１．当年度純損益

7 8 7
4

6

0

4

0 0

19

0

10

20

30

40

Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算

(百万円)

計画 実績

〇農村下水道使用料は、政策的な判断により市街地と同額としているため、累積資金残高が

不足する場合には、一般会計から繰入れ

〇毎年度、累積資金残高に不足が生じる状況であり、一般会計からの繰入れにより、

毎年度、計画と同程度の純利益が発生
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農村下水道事業収支見通しの実績（詳細）

収益的収支（税抜） （単位：百万円）
Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 122 126 127 128 135 638
実績 122 132 129 133 184 700
増減 0 6 2 5 49 62
計画 27 27 27 28 28 137
実績 28 28 28 28 28 140
増減 1 1 1 0 0 3
計画 12 12 12 12 14 62
実績 12 12 12 12 12 60
増減 0 0 0 0 △ 2 △ 2
計画 83 87 88 88 93 439
実績 82 92 89 93 144 500
増減 △ 1 5 1 5 51 61
計画 115 118 120 124 129 606
実績 122 128 129 133 165 677
増減 7 10 9 9 36 71
計画 47 49 51 54 58 259
実績 46 48 50 52 55 251
増減 △ 1 △ 1 △ 1 △ 2 △ 3 △ 8
計画 10 10 9 9 8 46
実績 10 9 9 9 10 47
増減 0 △ 1 0 0 2 1
計画 58 59 60 61 63 301
実績 66 71 70 72 100 379
増減 8 12 10 11 37 78
計画 7 8 7 4 6 32
実績 0 4 0 0 19 23
増減 △ 7 △ 4 △ 7 △ 4 13 △ 9

当年度純損益

その他支出

企業債利息等

減価償却費等

下水道使用料

収益的収入　合計

収益的支出　合計

その他収入

長期前受金戻入
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企業債残高の推移

７-(4)　農村下水道事業　③　収支見通しの実績

２．累積資金残高

744 747 748

774
770

723

735
743

724

745

680

700

720

740

760

780

800

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込

(百万円)

計画 実績

〇累積資金残高は、概ねゼロになるように一般会計から繰入れしているため、

計画どおり概ねゼロで推移

３．企業債残高
〇合併処理浄化槽の整備基数の減少により、

令和７年度末の企業債残高は

計画より約0.4億円少ない、

約7.5億円となる見込み
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農村下水道事業収支見通しの実績（詳細）

資本的収支（税込） （単位：百万円）
Ｒ３決算 Ｒ４決算 Ｒ５決算 Ｒ６決算 Ｒ７予算 Ｒ３～Ｒ７計

計画 59 61 64 119 63 366
資本的収入　合計 実績 51 76 69 44 89 329

増減 △ 8 15 5 △ 75 26 △ 37
計画 41 43 44 71 43 242
実績 33 52 50 26 68 229
増減 △ 8 9 6 △ 45 25 △ 13
計画 0 0 1 28 0 29
実績 0 5 0 0 0 5
増減 0 5 △ 1 △ 28 0 △ 24
計画 18 18 19 20 20 95

その他収入 実績 18 19 19 18 21 95
増減 0 1 0 △ 2 1 0
計画 106 111 116 173 118 624
実績 89 122 113 86 160 570
増減 △ 17 11 △ 3 △ 87 42 △ 54
計画 69 71 73 128 71 412
実績 52 82 71 41 112 358
増減 △ 17 11 △ 2 △ 87 41 △ 54
計画 37 40 43 45 47 212
実績 37 40 42 45 48 212
増減 0 0 △ 1 0 1 0
計画 47 50 52 54 55 258
実績 38 46 44 42 71 241
増減 △ 9 △ 4 △ 8 △ 12 16 △ 17
計画 47 50 52 54 55 258

補てん財源 実績 38 46 44 42 71 241
増減 △ 9 △ 4 △ 8 △ 12 16 △ 17

Ｒ３末 Ｒ４末 Ｒ５末 Ｒ６末 Ｒ７末見込
計画 0 0 0 0 0

累積資金残高 実績 0 0 0 0 0 累積資金残高
増減 0 0 0 0 0
計画 744 747 748 774 770

企業債残高 実績 723 735 743 724 745 企業債残高
増減 △ 21 △ 12 △ 5 △ 50 △ 25

資本的収支不足額

償還金

建設改良費

資本的支出　合計

国庫補助金

企業債
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